
現行計画の指標及び重点的に対応すべきターゲットの成果
指標の評価に関する交通事故の発生状況について

別紙２

○ 趣旨

第１１次宇都宮市交通安全計画において計画の指標としている交通事故発生件数，
死者数，重傷者数のほか，重点的に対応すべきターゲットに設定している子どもや
高校生，高齢者，自転車利用者の成果指標の達成状況と評価に関する交通事故発生
状況についてまとめたもの



計画指標に関する交通事故の発生状況について（計画指標①交通事故発生件数）

■ 計画指標の達成状況 ①交通事故発生件数 ※交通事故データは県警から提供を受けたデータを市で編集

2

指標名 基準値 目標値 実 績

交通事故発生件数 人身事故の発生件数

令和２年 令和７年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

1,368件
1,040件以下 1,281件 1,238件 1,102件 1,134件

達成率 81.2% 84.0% 94.4% 91.7%
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６０～７４歳 ７５歳以上 ※不明は除く
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交通事故発生件数は令和５年まで
減少し続け過去最少となったが，
令和６年は前年比で増加した。

年齢層別では０～１９歳や２０～
３９歳，事故類型別では人対車両
及び車両相互の事故が増加した。

事故類型別では人対車両及び車両
相互の事故が増加した。



計画指標に関する交通事故の発生状況について（計画指標②交通事故死者数）

■ 計画指標の達成状況 ②交通事故死者数

3

指標名 基準値 目標値 実 績

交通事故死者数
交通事故の発生から２４時間以内に
死亡した者の数

令和２年 令和７年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

13人
8人以下 12人 4人 8人 11人

達成率 66.7% 200.0% 100.0% 72.7%
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※交通事故データは県警から提供を受けたデータを市で編集

3

交通事故死者数は令和４年
まで減少し続け過去最少と
なったが，令和５・６年は
前年比で増加した

死亡事故における第１当事
者の年齢層別では６０歳以
上で増加した

死亡者の年齢層は４０～５
９歳や７５歳以上，状態別
では二輪・四輪車，増加し
た。

死亡者の年齢層は４０～５
９歳や７５歳以上，状態別
では二輪・四輪車，増加し
た。



計画指標に関する交通事故の発生状況について（計画指標③交通事故重傷者数）

■ 計画指標の達成状況 ③交通事故重傷者数

4

指標名 基準値 目標値 実 績

交通事故重傷者数
交通事故により受傷し全治１ヶ月
（３０日）以上と診断された者の数

令和２年 令和７年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

131人
90人以下 106人 149人 142人 172人

達成率 84.9% 60.4% 63.4% 52.3%

131人

106人

149人
142人

172人

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

0人

50人

100人

150人

200人

R2 R3 R4 R5 R6

交通事故重傷者数

発生件数 目標値 達成率

31

18

28 27

48

30
25

42
38

41

0

10

20

30

40

50

60

R2 R3 R4 R5 R6

年齢層別 重傷者数

0～19歳 20～39歳 40～59歳

60～74歳 75歳以上

47
32 51

44

63

52
48

67

53

74

0

20

40

60

80

R2 R3 R4 R5 R6

状態別 重傷者数

歩行中 自転車

四輪・二輪 その他

30 30
39

34

47
50

30

45 45

40

0

10

20

30

40

50

60

R2 R3 R4 R5 R6

年齢層別 第１当事者数

0～19歳 20～39歳 40～59歳

60～74歳 75歳以上 不明

※交通事故データは県警から提供を受けたデータを市で編集

44

交通事故重傷者数は計画初
年度に前年比で減少したも
のの，それ以降増加し，高
い水準で推移している。

第１当事者の年齢層別では
２０～３９歳や，４０～５
９歳の年齢層に多い。

重傷者の年齢層別では２０
～３９歳や，４０～５９歳
の年齢層に多い。

状態別では自動車等乗車中
や自転車乗車中が多く，令
和６年においては前年比で
も増加している。



5

歩行中では７５歳以上が多い 75歳以上の歩行中の重傷者
数は昼夜別では昼が最も多く
次いで夜となっている

事故の類型別では昼は横断歩
道横断中，夜はその他横断中
が多い。
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■ 計画指標の達成状況 ③交通事故重傷者数

計画指標に関する交通事故の発生状況について（計画指標③交通事故重傷者数）

※交通事故データは県警から提供を受けたデータを市で編集
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6

自転車乗車中では７５歳
以上，０～１９歳の年齢
層が多い
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自転車乗車中の重傷者の
損傷種部位別では頭部が
多い

７５歳以上では車両単独
事故や出会い頭が多い

０～１９歳の世代別では
高校生，次いで中学生が
多い

計画指標に関する交通事故の発生状況について（計画指標③交通事故重傷者数）

■ 計画指標の達成状況 ③交通事故重傷者数 ※交通事故データは県警から提供を受けたデータを市で編集
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■ 計画指標の達成状況 ③交通事故重傷者数
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高齢者運転者（原付以上）が第１当事
者となる重傷事故が増加している
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※交通事故データは県警から提供を受けたデータを市で編集

自動車等の第１当事者数の年齢層別
では４０～５９歳，２０～３９歳が
多い



8

計画指標に関する交通事故の発生状況について（計画指標③交通事故重傷者数）
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０～５０代の第１当事者数は３
０代が増加傾向にある

２０代は通勤途中の重傷事故が多
い

■ 計画指標の達成状況 ③交通事故重傷者数

時間帯別では平日の朝夕の時間
帯が多い

※交通事故データは県警から提供を受けたデータを市で編集



重点ターゲットの成果指標に関する交通事故の発生状況について（①子どもの安全確保）

■ 重点的に対応すべきターゲットの成果指標の達成状況
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成果指標名 基準値 目標値 実 績

子どもや高校生の安全確保 子どもが関係する交通事故発生件数

令和２年 令和７年 令和３年令和４年令和５年令和６年

95件
60件以下 85件 80件 75件 86件

達成率 70.6% 75.0% 80.0% 69.8%
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うち9人は
同乗中

※交通事故データは県警から提供を受けたデータを市で編集

99

子どもが関係する交通事故は令
和５年まで減少していたももの，
令和６年において前年比で増加し
た。

自動車同乗中などの「その他」
を除くと，中学生の自転車の交通
事故が増加している。

状態別では幼児の頃は歩行中の
事故が多いものの，小学校・中学
校へ成長するごとに自転車と歩行
者が逆転していく。



■ 重点的に対応すべきターゲットの成果指標の達成状況
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重点ターゲットの成果指標に関する交通事故の発生状況について（①子どもの安全確保）
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※交通事故データは県警から提供を受けたデータを市で編集

小学生の頃には自転車の
事故が歩行中の事故より
も多くなる



■ 重点的に対応すべきターゲットの成果指標の達成状況
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成果指標名 基準値 目標値 実 績

子どもや高校生の安全確保 高校生が関係する交通事故発生件数

令和２年 令和７年 令和３年令和４年令和５年令和６年

107件
60件以下 93件 97件 71件 98件

達成率 64.5% 61.9% 84.5% 61.2%
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重点ターゲットの成果指標に関する交通事故の発生状況について（②高校生の安全確保）

※交通事故データは県警から提供を受けたデータを市で編集

111111

高校生が関係する交通事故は令
和６年において前年比で増加した。

状態別では自転車が最も多い。 学年別では高校１年生が最も多い。



■ 重点的に対応すべきターゲットの成果指標の達成状況
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学年が上がるにつれ，通学中の事
故が減少していく

１・２年生は６月や９月，１０月に多く発生している

重点ターゲットの成果指標に関する交通事故の発生状況について（ ②高校生の安全確保）
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※交通事故データは県警から提供を受けたデータを市で編集



■ 重点的に対応すべきターゲットの成果指標の達成状況
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車両相互 人対車両 車両単独

13

右折時, 30 , 

9%

左折時, 65 , 

21%

出会い頭, 184 , 

59%

高校生の自転車の交通事故

車両相互の内訳（R2～R6累計）

右折時 左折時 出会い頭

追突 すれ違い 正面衝突

追い抜き，追い越し その他

高校生の自転車の交通事故類型別で
は車両相互が多い

車両相互の内訳は出会い頭が多い 原因別では安全不確認や確認不十分
が多い

重点ターゲットの成果指標に関する交通事故の発生状況について（ ②高校生の安全確保）

安全不確認・

確認不十分, 

104, 33%

2
7

12

相手が譲ってくれると思った

等, 38, 12%

1325

違反なし等, 

130, 41%

高校生の自転車の交通事故

車両相互 事故原因内訳

安全不確認・確認不十分 ハンドル・ブレーキ操作不適

交通法規の認識誤り 前方不注意

相手が譲ってくれると思った等 注視を怠った

脇見 その他

違反なし等

※交通事故データは県警から提供を受けたデータを市で編集



■ 重点的に対応すべきターゲットの成果指標の達成状況
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成果指標名 基準値 目標値 実 績

高齢者の安全確保 高齢者が関係する交通事故発生件数

令和２年 令和７年 令和３年令和４年令和５年令和６年

474件
400件以下 477件 438件 409件 390件

達成率 83.9% 91.3% 97.8% 102.6%
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歩行中 自転車 二輪・原付 自動車 他車同乗中
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考え事など，漫然運転 安全確認をしなかった

安全確認が不十分だった ブレーキとアクセルの踏み間違い

ブレーキの踏みが弱い，踏み遅れ 脇見等

その他
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目標値 達成率

（件）

重点ターゲットの成果指標に関する交通事故の発生状況について（ ③高齢者の安全確保）

※交通事故データは県警から提供を受けたデータを市で編集
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高齢者が関係する交通事故は前年比
で減少傾向にある。

状態別では自動車乗車中（61.3％）
が多い。

自動車の第１当事者の内在的原因で
は「安全確認不十分」などが多い。



■ 重点的に対応すべきターゲットの成果指標の達成状況
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成果指標名 基準値 目標値 実 績

自転車利用者の安全確保 自転車が関係する交通事故発生件数

令和２年 令和７年 令和３年令和４年令和５年令和６年

484件
270件以下 443件 421件 365件 372件

達成率 60.9% 64.1% 74.0% 72.6%

【評価】
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令和６年の世代別人口１万人あたり

の自転車事故当事者数

重点ターゲットの成果指標に関する交通事故の発生状況について（④自転車利用者の安全確保）

※交通事故データは県警から提供を受けたデータを市で編集

自転車が関係する交通事故は令和
５年まで減少傾向であったが，令和
６年は前年比で増加した。

年齢層別では０～１９歳の世代が増
加している。

世代別人１万人当たりでは高校生が
最も多く，次いで中学生となってい
る。



■ 重点的に対応すべきターゲットの成果指標の達成状況
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自転車の交通事故当事者数は15歳～17歳が他の年齢と比較し突出して高い

重点ターゲットの成果指標に関する交通事故の発生状況について（④自転車利用者の安全確保）
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■ 重点的に対応すべきターゲットの成果指標の達成状況

17

単独事故は減少傾向にある 原因別では安全不確認・確認不十分
が多い

【再掲】高校生も同様の傾向である

重点ターゲットの成果指標に関する交通事故の発生状況について（④自転車利用者の安全確保）

安全不確認・

確認不十分, 

104, 33%

2
7

12

相手が譲ってくれると思った

等, 38, 12%

1325

違反なし等, 

130, 41%

【再掲】高校生の自転車の交通事故

車両相互 事故原因別当事者数

安全不確認・確認不十分 ハンドル・ブレーキ操作不適

交通法規の認識誤り 前方不注意

相手が譲ってくれると思った等 注視を怠った

脇見 その他

違反なし等
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自転車の交通事故

事故類型別当事者数

車両相互 人対車両 車両単独

安全不確認・

確認不十分, 

274, 28%

7

5

20

相手が譲ってくれると

思った等, 133, 14%
45

2
22

違反なし等, 

459, 47%

高校生以外の自転車の交通事故

車両相互 事故原因別当事者数

安全不確認・確認不十分 ハンドル・ブレーキ操作不適

交通法規の認識誤り 前方不注意

相手が譲ってくれると思った等 注視を怠った

脇見 その他

違反なし等

※交通事故データは県警から提供を受けたデータを市で編集
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重点ターゲットの成果指標に関する交通事故の発生状況について（④自転車利用者の安全確保）

■ 【参考】JR宇都宮駅西側の自転車の交通事故発生地点
凡例・・・●：高校生以外 ●：高校生

大通り

オリオン通り


